
、

【
ノ
　
　
玄
小
　
　
～
「
　
　
ノ
丁
　
　
「
ノ
　
　
亜
一
　
　
，
7
コ
　
　
騨

質
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三農丁丁農丁丁

黒黒◇醒松艶然
木本面木四川変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
饅

袋
機
関
と
し
て
・
今
後
の
ぬ
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m
　
　
湖
（
4
9
）
日
知
屋
・
下

灘
蹴
漏
灘
講
欄

　　

@　

@
（
届
出
受
村
塀
）
｝
◇
第
二
区
（
鐙
地
区
）

都
市
計
画
す
す
む
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
ず
第
一
期
工
区
十
五
万
坪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
そ
・
黒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
な
え
て
第
二
期
、
第
三
期
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
が
た
て
ら
れ
て
お
り
、
広
さ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
四
十
五
万
坪
に
渉
っ
て
お
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
第
二
期
計
両
は
砲
崎
、
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
良
、
第
三
期
計
画
は
曽
根
、
堀

と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
第
一
期
　
一
方
の
妻
帯
に
な
っ
て
い
ま

工
廓
の
地
区
の
東
北
部
に
あ
た
す
。
従
て
、
第
一
期
の
十
五
万

る
広
い
日
知
屋
原
一
帯
は
、
工
一
坪
と
合
せ
て
、
六
十
万
坪
の
聖

業
地
帯
造
成
地
と
と
も
に
、
工
一
地
区
両
再
臨
が
訓
画
さ
れ
て
い

場
地
帯
と
し
て
変
っ
て
い
く
こ
　
る
訳
で
す
。

初
治
（
5
6
）
Ψ

　
貢
（
5
1
）
宰

弥
市
（
9
4
）
Ψ

新
蔵
（
5
4
）
Ψ

岩ギ号｝！弱㌔旨

ロ　　　　　　　　コ

農農農膿

◇
第
三
区
（
美
々
津
地
区
）

黒
本
　
泰
弘
（
3
2
）
落
　
鹿
・
農

黒
木
　
二
郎
（
5
4
）
別
府
・
農

・
2
層
；
＝
一
一
”
＝
＝
＝
＝
一
＝
麟
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
：
＝
：
聰
＝
＝
一
＝
刷
一
一
＝
＝
＝
露
二
二
一
一
＝
3
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
三
＝
＝
一
＝
＝
＝
3
＝
3
一
＝
＝
一
●
＝
階
＝
＝

◇
懸
任
委
員
（
議
会
推
せ
ん
）

黒
木
　
二
男
（
4
6
）
窟
　
高
・
農

黒
木
　
豊
治
（
6
）
勇
知
鼠
・
贋

鈴
木
　
源
七
（
5
1
）
財
光
寺
．
農

増
田
太
三
吉
（
5
5
）
庭
々
津
．
農

松
木
貞
治
（
許
）
壁
高
・
市
助
役

◇
農
協
・
共
済
組
合
惟
せ
ん
に

　
基
く
選
任

大

　
三
都
日
向
市
を
目
指
し
て
、

本
年
度
か
ら
実
施
に
入
っ
た
、
一

日
向
都
市
計
画
東
部
上
地
区
画
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樺
理
“
業
は
、
窩
高
駅
東
部
の
［

隣
雨
露
鵬
糧
笠

了
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

着
々
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
第
一
期
の
地
域
一

は
、
三
島
約
引
写
、
こ
地
動
四
・

割
の
十
、
地
で
す
が
、

和
一
．
一
ト
四
年
度
る
成
後
は
爆
風
．

さ
れ
た
巾
街
地
の
姿
に
変
る
こ

と
で
し
よ
）
。

　
駅
の
卓
側
に
も
、
広
場
（
．
一

予
坪
）
か
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
わ
り
ま
す
の
で
、
将
来
は
駅

の
乗
降
口
も
設
け
ら
れ
る
こ
と
一

に
な
り
ま
し
よ
う
。
　
…

細牌

Z
理
傭
螺
聖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
は
、
現
＾
十
一
メ
ー
ト
ル
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
計
画
で
は
二
十
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
由
員
と
な
り
、
改
良
国
道
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
じ
く
二
十
メ
ー
ト
ル
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
冗
て
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
で
に
昭
和
三
十
一
年
度
か

r
費
ヒ
千
五
山
力
円
で
一
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
小
松
犀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
為
か
ら
三
道
踏
切
り
を
通
り
電

　
　
　
　
　
　
　
　
帯
　
報
蹴
話
局
に
至
る
原
町
通
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
場
、
細
島
線
）
道
路
は
、

　
　
　
　
　
予
定
の
昭
…
現
＾
七
メ
ー
ト
ル
で
す
が
、
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
メ
ー
ト
ル
に
拡
張
さ
れ
る
訳
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新
農
業
委
員
誕
生

仕
事
の
範
囲
も
広
く
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
す
・
こ
の
工
商
ほ
、
国
鉄
の
㎜
行
わ
れ
た
農
業
愛
員
の
週
挙
に
．

嬬
切
を
同
じ
く
f
7
ー
メ
ー
ト
ル
一
よ
つ
て
、
当
市
の
新
し
い
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒

・
に
拡
張
せ
ね
ば
な
ら
な
い
訳
で
．
が
決
ま
り
、
三
二
一
日
に
は
市
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
部
馬
成
す
る
に
ほ
、
一
、
一
力
年
「
謎
会
肝
せ
ん
の
委
二
五
名
が
き

訊
画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
　
｝
レ
k
り
、
ま
た
農
業
協
同
組
合
と

　
公
園
も
ニ
ヵ
所
が
詔
画
さ
れ
｝
赦
済
組
合
の
推
せ
ん
に
よ
る
三
関
す
る
振
興
計
画
の
樹
立
と
そ

四
千
坪
の
紆
地
が
で
き
る
こ
と

に
な
っ
て
わ
り
ま
す
。

　
略
図
で
御
覧
頂
く
と
わ
か
る

、
　
」
‘
コ
蜘
，
一

　
　
　
　
　
　
　
．

　
去
る
ヒ
月
十
六
日
に
三
国
的
お
庭
々
津
町
農
業
秀
、
員
会
は
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
ど
廃
比
さ
れ
、
統
合
し
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
と
な
っ
た
訳
で
す
。
新
発
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
農
業
委
面
会
に
は
、
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
丑
に
伴
っ
て
、
従
来
の
農
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
係
の
他
に
、
農
業
、
農
村
に

名
の
澤
養
も
糧
て
・
一
の
災
肇
舞
の
合
押

紙鄭

上
｣
顕
に
疇
越
継
謎
解
構
雛
博
伽
勝

一
，
l
l
－
1
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
再
一

　
　
　
　
　
　
　
　
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
1

川

坪
　
　
　
正
（
餌
）

　
富
島
農
協
長

野
佐
　
一
（
5
3
）

　
岩
脇
農
協
長

　
　
海
　
野
勘
　
久
（
5
7
）

　
　
　
　
寒
々
津
農
協
憂
事

　
　
　
　
　
以
上
二
十
五
氏

農
業
委
員
会
初
会

会
長
に
松
木
市
助
役

　
八
月
五
既
初
会
を
開
き
、
会

長
配
選
な
ど
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
会
長
は
次
の
よ
う
に
決
ま

り
ま
し
た
。

　
会
　
長
松
木
貞
治
市
助
役

　
副
会
長
黒
木
難
治
農
，
業

市役所rlτ庭に咲いた水

十
一
日
開
か
れ
次
の
議
案
を
審
一

考
し
、

議
案
第
四
二
号
　
専
決
事
項
承

　
認
に
つ
い
て
（
電
話
公
債
一

　
時
僧
入
金
一
千
万
円
）

議
案
第
四
三
号
　
学
識
経
験
を

　
有
す
る
農
業
委
員
の
推
せ
ん

　
に
つ
い
て
（
五
人
を
推
せ

　
ん
、
氏
名
別
配
）
・

議
案
第
四
四
号
　
日
向
市
職
員

　
給
与
条
例
の
｝
部
を
改
止
す

　
る
条
例
に
つ
い
て
（
二
曹
の

　
自
民
日
点
料
の
改
正
）

議
案
第
四
五
号
国
有
財
産
譲

　
与
に
つ
い
て
（
日
偏
婦
下
り

　
松
旧
道
路
）

議
案
第
四
六
号
土
地
興
収
に

　
つ
い
て
（
住
宅
敷
地
・
西
谷

　
道
路
敷
地
・
亀
崎
道
路
敷

　
皇
昌
＝
「
3
＝
．
ε
3
…
…
＝
…
3
0
3
”
＝
3
＝
＝
…
3
3
3
3
3
齢
＝
一
昌
回
＝
3
”
＝
一
認
＝
＝
；
3
冒
1
5

　
…
市
議
会
の
動
き
…

　
　
0
1
8
＝
＝
…
：
…
一
＝
…
…
3
一
；
・
＝
二
＝
＝
3
＝
3
＝
＝
＝
＝
■
昌
■
一
一
胴
■
胃
，
＝
．
，
≡
一
＝
＝
一
一
＝
τ

市
議
会
臨
時
会
は
、
七
月
三
　
　
地
．
言
開
橋
三
面
道
路
合
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
四
六
三
坪
）

　
　
議
決
し
ま
し
た
。
　
　
，
◎
採
択
付
託
し
た
請
願
は
次
の

　
と
お
り
で
し
た
。

一
、
夏
季
手
当
に
つ
い
て

二
、
膿
林
道
建
設
に
関
し
補
助

　
金
交
付
万
に
つ
い
て
（
折
立

　
農
林
道
）

三
、
同
（
コ
ワ
ノ
テ
農
林
道
）

四
、
岩
脇
農
協
再
建
に
つ
い

　
て

五
、
駅
前
、
宮
交
通
り
線
の
補

　
装
及
び
側
溝
工
嚇
に
つ
い
て

六
、
橋
梁
改
修
に
つ
い
て
（
中

　
村
区
久
保
部
落
）

七
、
乳
4
、
秤
牛
誘
致
に
痒
う

　
助
成
金
交
有
方
に
つ
い
て

　
（
日
向
地
区
酪
農
組
合
）

駄脳

畔i　，

　　　つ，

　
　
　
　
’

な
朝
講
だ
け
に
協
力
し
、
一
掴

千
金
の
軽
薄
な
計
画
な
ど
に
耳

を
か
さ
な
い
よ
う
に
し
で
下
さ

い
。
今
日
は
日
向
市
民
と
し
て

大
切
な
時
期
で
、
今
日
軽
來
な

こ
と
を
す
れ
ば
そ
れ
こ
そ
百
年

の
計
を
誤
る
こ
と
に
な
り
ま
し

よ
う
。

　
愈
々
旧
お
段
が
目
の
前
に
来

ま
し
た
。
市
街
地
の
大
通
り
で

は
お
盈
用
の
品
物
が
陳
列
さ
れ

ま
た
街
の
交
通
も
人
足
が
急
に

増
え
た
よ
う
で
す
。
皆
様
が
よ

い
お
盆
を
お
過
し
に
な
っ
て
、

祖
先
の
祀
を
心
ゆ
く
許
り
と
り

行
わ
れ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

近
頃
は
世
情
が
慌
し
く
、
毎
日

目
の
前
の
“
事
が
忙
し
い
の

で
、
静
か
に
祖
先
や
先
輩
の
恩

機
を
偲
ぶ
機
会
が
少
く
な
り
ま

し
た
が
、
お
盆
こ
そ
そ
の
た
め

に
設
け
ら
れ
た
而
難
い
日
だ
と

思
い
ま
す
。
お
正
月
は
晴
れ
や

か
に
愉
快
に
、
お
盆
は
静
か
に

し
ん
み
り
と
過
し
た
い
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
お
盆
が
過
ぎ
ま
す
と
十
五
夜

が
す
ぐ
画
き
続
い
て
来
る
の
が

市
役
所
案
内

ん’

◎　
り

（
そ
の
八
）

◎
教
育
委
員
会

　
市
役
所
移
転
に
伴
い
旧
市
役

所
に
事
務
局
を
置
き
、
総
務
課

学
校
教
育
係
、
社
会
教
育
係
、

図
魯
係
に
分
れ
て
匿
名
の
職
員

で
次
の
よ
う
な
三
三
を
し
て
い

ま
す
。

⑨
教
育
委
員

　
委
員
長
田
村
栄
市
（
南
町
）

　
副
委
員
長
近
藤
保
三
（
美
々

　
津
町
）
教
育
長
園
田
武
二
郎

　
（
中
央
区
）
委
具
黒
木
ひ
で

　
（
八
坂
区
）
同
　
児
玉
他
人

　
（
本
宮
区
）

毎
月
定
例
委
員
会
を
開
き
学
枚

々
舎
建
築
，
教
員
の
異
動
、

学
披
環
境
の
整
備
、
祉
高
教
冑

の
振
興
等
教
育
行
政
に
つ
い
て

審
議
決
定
し
ま
す
。

の
総
務
課

　
教
育
委
員
会
小
揚
恥
、
人
知

　
一
般
に
関
す
る
こ
と
。
教
育

　
費
の
弄
算
、
学
校
施
設
営
繕

　
に
関
す
る
こ
と
。

①
学
校
教
育
係

＿十・一▼一一「

π垂

直
遺
児
帝
の
就
学
に
関
す
る
一

ノ訊
μ
〆

　
　
駒崎

　
し

一r

　
　
　
　
　
　
匠

　
　
　
　
　
、
、
一
　
B
　
島
量

「
亀
急
。
ヤ
二
言

騨
k
罵
　
‘
　
；
髪
軸
餐
↑
楓
争

’
「

曽
　
根

　
こ
と
。
教
職
員
の
研
修
に
関

す
る
こ
と
。
日
向
市
育
英
会

　
に
関
す
る
こ
と
。
学
校
保
健

　
に
関
す
る
こ
と
。
学
校
図
書

　
舘
及
び
理
科
教
育
に
関
す
る

　
こ
と
。
各
租
調
査
績
計
に
関

　
す
る
こ
と
．
学
校
給
食
に
関

　
す
る
こ
と
。
教
職
員
の
免
許

　
状
に
関
す
る
こ
と
。
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

③
社
会
教
育
係

　
公
民
舘
に
関
す
る
こ
と
（
毎

　
　
　
　
　
サ

　
月
定
例
分
舘
長
野
を
開
催
す

　
る
）
。
成
人
教
育
に
関
す
る

　
こ
と
。
民
主
団
体
に
関
す
る

　
こ
と
。
　
（
弱
年
婦
人
P
T
A

　
等
の
指
導
者
養
成
）
視
聴
覚

　
教
育
に
関
す
る
こ
と
。
社
会

　
体
育
振
興
に
関
す
る
こ
と
。

　
青
年
学
級
に
関
す
る
こ
と
。

　
母
親
学
級
に
関
す
る
こ
と
。

　
新
生
活
運
動
推
進
に
関
す
る

　
こ
と
。

④
図
書
係

　
図
書
購
入
、
貸
出
に
関
す
る

　
こ
と
。
文
化
財
の
保
誕
に
鮒

　
す
る
こ
と
。

　
大
変
暑
い
こ
と
で
す
が
市
民

の
皆
様
に
は
お
元
気
で
そ
れ
ぞ

れ
の
薬
務
に
御
精
励
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。
農
家
の
皆
様
に

は
、
今
年
の
天
候
が
少
し
変
調

労
を
少
し
で
も
緩
和
す
る
こ
と

に
骨
折
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
最
大
の
関
心
を
寄

せ
て
い
ら
れ
る
工
場
誘
致
も
一

日
一
憂
の
う
ち
に
、
い
よ
い
よ

大
詰
に
近
づ
い
た
よ
う
で
す

が
、
幸
い
明
る
い
見
透
し
が
で

き
ろ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
屯

洋
紡
績
が
第
一
区
即
ち
畑
側
側

に
、
志
村
化
工
が
第
二
区
即
ち

梶
木
側
に
来
て
く
れ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
よ
う
で
す
。
た
だ

今
日
の
経
済
情
勢
か
、
工
場
拡

張
に
は
都
合
の
悪
い
状
態
に
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
多
少
私

共
の
希
望
よ
り
遅
れ
る
こ
と
は

己
む
を
得
な
い
こ
と
で
、
こ
れ

は
我
慢
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と

思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
形
勢
に

な
り
ま
す
と
、
日
向
市
は
大
下

の
溢
口
を
浴
び
る
こ
と
に
な

り
、
中
小
企
業
著
や
ト
地
ブ
ロ

ー
カ
ー
や
其
の
他
様
々
な
人
、
几

が
入
り
込
ん
で
、
色
々
な
計
．
酬

を
立
て
、
各
稀
各
様
な
申
し
入

れ
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
よ

う
。
市
乳
の
皆
様
は
慎
重
に
考

善
通
で
す
が
、
今
年
は
旧
暦
八

月
が
閏
で
二
つ
あ
る
そ
う
で
ど

う
な
り
ま
す
か
、
何
れ
に
し
て

も
間
は
そ
う
な
い
と
思
い
ま

す
。
十
五
夜
と
い
え
ば
日
向
市

の
古
い
占
い
伝
統
あ
る
お
祭
り

で
、
他
所
に
も
十
五
夜
の
行
雨

市
税
は
自
発
的
に

　
　
　
　
　
　
納
め
ま
し
よ
う

臼
　
知
　
　
廃

’
　
ノ　

’　
ノ

　
　
／

　
　
！

　
　
　
’

8　　　一

F　　一

，

孫

’一

’
鼻
、
。
蕗

　
嘱
n

、
－
帖

塞
巴

山

　
鯉

’

〆

蚤

本
　
脚

9”
面

。レL　“、争N翫．量さ」笙

堀｛
ズー一　’　 、

Lカ

／／’ _

　　塀山　〆

享
　
＼匿4

一
コ　の　ロ　コ　の　コ　ロ　コ　コ　の　　の　コ　　　ロロ　ロコ　コ　　コ　　　コ　　コ　ロコ　コ　の　　　ロ　の　ロ　　

市長からのおたよりi

：　三尾良次郎　 i
　　　　　　　　　　　l

で
あ
っ
た

た
め
、
稲

熱
病
が
盛

に
発
生
し

て
い
る
そ

う
で
色
々

防
除
に
骨

の
折
れ
る

こ
と
と
尼

い
ま
す
。

　
市
街
地

の
万
々
に

は
最
近
の

金
融
引
締

め
が
相
当

に
響
い
て

経
営
し
の

御
呂
労
が

特
に
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
市
役
所
と
し
て
も
農
業
に
つ

ー
ー
ー
「
1

㍉
p
ち

ど
　
↑
β
　
　
欺

覇
　
向

再

　　　シ
1　∫
　〆　し　威し

い
て
は
農
協
と
力
を
併
せ
て
、

｝
議
駿
仰
ひ
難
艦
騨
濾
し
て
攣
目
矢
達
の
真
剣

は
あ
り
ま
す
が
日
向
市
の
そ
れ
　
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。

秤
に
川
名
な
の
は
少
な
い
の
で
一
〇
戸
籍
謄
本
、
三
木
交
付
手
数

す
。
そ
の
有
名
な
十
五
夜
が
近
　
　
料
は
一
枚
に
付
四
〇
円
（
今

年
目
立
た
な
く
な
っ
た
と
他
市
｝
　
ま
で
は
三
〇
円
）

の
人
達
が
残
念
が
り
ま
す
。
　
一

く肌

ﾀ
欝
編
麗
雛
に
甚
・
円
（
三
・
巴

か
か
っ
た
お
祭
り
に
比
べ
て
い
一
◇
住
民
登
録
関
係
は
変
り
ま
せ

わ
れ
る
言
鷹
と
思
い
ま
す
。
し
　
　
ん
。

か
し
十
五
夜
の
伝
統
は
金
を
か

け
る
こ
と
に
は
な
く
、
市
民
の

熱
な
、
民
芸
、
雅
趣
と
い
っ
た

方
面
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

華
美
に
金
を
か
け
る
こ
と
は
今

は
で
き
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
古
く
か
ら
の
仏
統
の
良
さ

は
何
時
ま
で
も
失
い
た
く
な
い

と
思
い
ま
す
。
一
つ
今
か
ら
心

掛
け
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
●
　
（
八
月
七
日
）

≧
　
μ
　
（
毎
号
渡
載
予
定
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
紙
で
混
々
申
上
げ
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
よ
う
に
、
新
し
い
分
つ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
三
十
二
年
度
分
の
市
税
は
、

　
　
　
　
　
　
　
斗
雲

戸
籍
手
数

　
　
　
　
　
　
　
喰
↑
ナ
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
部
自
発
的
に
市
金
庫
（
又
は

ど
改
正
　
　
　
　
税
勝
課
、
支
所
出
張
所
等
）
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
納
入
し
て
戴
く
こ
と
に
な
っ
て

　
戸
籍
手
数
料
金
の
一
部
改
正
お
り
ま
す
の
で
、
各
税
と
も
納

に
よ
り
ま
し
て
、
手
数
料
、
閲
期
ご
と
期
限
に
遅
れ
な
い
よ
う

覧
料
が
次
の
と
お
り
八
1
1
一
日
進
ん
で
納
入
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
納
人
の
遅
れ
て
居
る
人
達
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
に
は
「
自
分
で
納
め
に
行
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
く
て
も
そ
の
う
ち
取
り
に
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
る
だ
ろ
う
。
と
い
う
よ
う
な
考

・
戸
籍
聾
手
数
料
は
高
需
駝
部
昌
腓
曽
麓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
取
り
に
来
る
ま
で
待
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
」
と
い
っ
た
よ
う
な
考
え
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
う
捨
て
、
戴
か
ね
ば
な
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
。

自
衛
官
募
集
巾
　
禦
知
の
よ
．
，
に
期
限
が
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ま
す
と
そ
の
翌
日
か
ら
す
ぐ

　
昭
和
三
十
二
年
度
の
第
二
次
日
歩
悔
悟
の
延
滞
金
が
つ
き
は

二
等
陸
、
海
、
空
聖
を
募
集
し
じ
め
ま
す
し
、
十
日
位
過
ぎ
ま

て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
す
と
督
促
状
が
出
ま
し
て
、
ど

　
応
募
資
格
は
、
来
年
一
月
一
　
ん
な
少
額
の
税
で
も
二
十
円
の

娼
蓑
騨
財
材
羅
蒔
勤
王
魏
筋
瀟
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
ま
す
か
ら
期
限
に
顧
れ
な

藷
艸
馬
脚
山
場
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
様
納
入
し
て
戴
く
事
を
窟
ね

て
御
願
申
上
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
の
第
二
期
分
は

七
月
末
が
納
期
限
で
あ
り
ま
し

た
が
八
月
十
五
日
頃
督
促
状
が

出
さ
れ
る
予
定
で
す
か
ら
末
ゲ

納
入
の
済
ん
で
居
な
い
方
は
察

急
納
入
し
て
下
さ
い
。

　
尚
市
民
税
の
第
二
期
分
は
八

月
末
が
期
限
で
す
。
御
忘
れ
な

い
様
期
限
迄
に
納
入
を
御
願
い

し
ま
す
b
只
今
税
務
躁
で
は
三

十
一
年
分
迄
の
未
納
の
帳
簿
韓

理
を
し
て
居
り
ま
す
が
、
整
押

完
了
次
第
八
月
下
旬
頃
か
ら
税

来
よ
り
以
上
に
本
格
的
滞
納
囎

理
を
強
行
す
る
方
針
で
あ
り
霊

す
。

（
市
役
所
人
事
）

　
（
教
育
委
員
会
）
石
川
敦
也

税
務
課
勤
務
を
命
ず
る

　
（
税
務
課
）
　
　
中
武

市
民
課
勤
務
を
命
ず
る

　
（
土
木
課
）
　
　
兵
頭

市
畏
幽
勤
務
を
命
ず
る

㎞

’
（
以
上
七
月
一
泊
砂
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新盆家庭を廻り供養
田
謙
一

日
向
市
二
会
福
祉

協
議
会
で
は
香
典

返
し
に
代
え
て
、

市
の
社
会
禰
祉
協

議
会
に
社
会
窮
業

費
と
し
て
寄
附
を

さ
れ
た
左
記
新
盆

家
庭
を
訪
問
し
て

供
養
を
し
ま
し

た
。

　
河
野
健
（
新
町
）

　
柏
木
懇
（
上
原

　
町
）
入
汀
晴
雄

　
　
（
下
原
町
）
原

（
細
島
）
山
本
仁

　渡弘崎（
　辺司）亀
一義曾ll」“卜’｝

1黙黙

訪　モ場人
問　ヨ）郎
聖㊥編
　　　ほち
　　　午て
　　　勘
農　　　時’
　　　か娼
　　　らも
家　　　コL少
　　　時な
　　　まい

の甜

無
繰
仏
の
盆
供
養

市
内
で
物
故
き
れ
た
無
縁
仏

の
雛
を
職
め
る
た
め
・
福
祉
一
◇
腐
植
水
簸
の
「
か
け
干
し
邑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
所
で
は
八
月
卜
日
定
善
｝

鴨
で
四
百
瓦
卜
六
人
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
　
　
農
家
の
メ
モ

　
　
コ
の
ロ
ロ
コ
ロ
ロ
ロ
ロ
コ
　
ロ
ロ
　
ロ
ロ
ロ
ロ
コ
ロ
ロ
コ
ロ
ロ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

よ
い
米
を
出
し
芒
甑
功
ズ
鴛
雛
慌

よ
、
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
一
で
な
く
・
馬
蔵
中
に
変
質
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

の
簡
要
な
わ
け

皐
植
水
稲
の
刈
取
時
期
は
一
｝
し
て
の
甲
植
水
取
が
今
後
の
増
・

り
し
愚
わ
霊
菌
を
し
ま
肥
州
の
蒙
が
施
容
ね
ば
な
⊃
繰
＾
竹
）
杏
寺

よ
く
な
る
。
⇒
M
罰
米
や
碑
け
ば
り
つ
け
る
。
し
ば
る
位
置
は
一

米
が
少
く
な
瓢
㈱
乾
燥
に
・
三
本
と
も
桂
の
先
頭
が
五
寸
程
．

ラ
が
な
く
な
る
。
豊
質
の
ワ
竣
出
る
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
。
｝

蒜
鑑
欝
駿
雑
歌
籏
腰
騙
懸
隔
灘
鞍

　
き
る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
六
十
間
と
さ
れ
て
い
る
。
反
「

　
以
ヒ
の
利
点
が
あ
り
ま
す
の
　
当
材
料
は
、
　
・

で
・
本
年
は
必
ず
か
け
干
し
に
支
科
（
末
口
ニ
、
五
寸
）

け％
h
ザ
購
轄
脇
融
柱
磯
さ
墨
・
五
畜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

察
、
あ
た
め
に
防
災
簑
と
か
い
大
妻
仕
上
隻
で
あ
る
…

窪
お
い
て
繁
を
す
る
三
年
中
で
一
貴
い
日
茂
り
が
竺
産
髪
障
が
あ
り
ま
す
の
で
・

と
に
な
り
柔
し
た
。

　
　
一
時
間
に
六
四
〇
人
（
甲
均
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
巾
心
街
交
通
量

観
野
曝
贈
嘱
瞭
讐
お
昼
前
が
最
多
数

4
後
九
時
ま
で
の
十
二
時
間
商
＝
日
の
巾
一
番
通
行
吝
の
多
い

輪
黙
樺
糞
蝿
議
瞠
ば
献
鴛
震
韓
㌍
隷
麟
陥
凹
顎
翻
睡
簸

一
の
乾
轡
を
あ
や
よ
る
と
胴
割
米
…
て
「
か
け
益
し
」
を
必
ず
す
る

と
思
い
ま
す
。

◇
か
け
干
し
の
■
額
と
方
法

　
長
さ
一
、
五
間
の
場
合
％
本
一

譲
論
の
の
醐
飴
面
積
鐸

．
る
よ
う
で
す
。
刈
取
後
軍
く
一
一

三
一
謝
齢
）
酸
麟
驚

カリフォルニア便り
、・川1囲1川・．●ll川・川囲・・5・ll18・1鱒1聾181・。1闘・川・6・

　
　
（
つ

　
メ
キ
シ
コ
人
十
二

名
、
私
達
日
本
青
年

が
十
四
名
行
っ
て
い

ま
す
諸
方
農
場
で

は
、
面
積
五
十
エ
ー

カ
を
耕
作
し
て
い
ま

す
。
他
の
農
場
に
比

し
て
少
な
い
万
で
、

大
き
い
の
に
な
る
と

千
五
百
エ
ー
カ
位
作

っ
て
い
ま
す
し
（
一

工
ー
カ
は
我
国
の
四

反
二
四
歩
1
1
係
註
）

・
特
性
か
ら
考
え
て
奄
刈
取
後
モ
め
に
は
適
期
に
刈
取
り
を
し
栽
培
で
は
急
激
な
乾
燥
が
乞
い
太
さ
に
詮
有
　
動
朝
講
鉾
殻
使
つ

講
慧
羅
越
智
騨
難
険
鞭
骸
嬉
試
図
郎
羅
鞍
肝
監
燗
灘
融
＋
魏
籟
蓉
蒲
劃
に

な
粟
が
詳
細
辱
級
が
落
奏
・
が
高
い
．
ω
米
の
色
次
が
架
の
占
め
る
面
奪
、
色
々
竺
閻
位
撃
を
す
る
．
（
注
）
〔
朝
・
三
ゐ
位
か
ら
あ
り
ま
す
。

工
会
議
所
関
係
で
行
わ
れ
ま
し
．
時
間
は
午
前
十
一
時
か
ら
正
午

た
が
、
日
向
市
で
は
本
町
小
松
［
ま
で
で
、
七
百
三
十
一
人
と
な
一

屋
角
の
ト
字
路
で
行
わ
れ
、
対
［
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

象
は
人
、
、
目
黒
車
の
調
査
で
丞
　
　
　
　
　
「

の
と
わ
り
と
な
っ
て
お
り
ま
，

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

0
4
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
ま
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
で
ト
ニ
時
閥
の
通
行
者
数

歩　行　芦

北へ歩く人
南へ　〃
　　計

1954人

1529人

3483人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
か
ら
両
屋
鶏
の
「
ヤ
グ
＋
時
ま
で
午
後
は
四
時
頃
か
ら
　
私
の
い
る
田
力
農
場
で
は
レ
タ

　　

ﾌ
も
心
も
ゆ
る
み
が
ち
　
　
杵
艶
が
岬
想
的
で
あ
る
さ
．
癖
耐
慰
充
分
乾
燥
し
な
い
と
嘉
誌
μ
鋤
ゼ
瑚
盤
薪

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
ス
τ
に
犯
罪
が
お
き
る
”
“
　
一
◇
ヤ
グ
ラ
干
の
方
法
　
　
　
｝
米
に
な
っ
て
か
ら
は
乾
燥
さ
れ
の
他
メ
ロ
ン
、
ス
イ
カ
、
カ
リ
フ

轟
轡
謬
纏
漏
壷
灘
繍
灘
辮
糠
羅
蝿
縫

レ
ー
の
五
六
隼
型
な
ど
乗
り
心

地
の
よ
い
の
で
、
暇
を
み
て
は

ボ
ス
が
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
の
町

に
つ
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
す
。

日
本
品
が
揃
っ
て
お
り
ま
す
の

で
便
利
で
す
。

　
宮
崎
県
十
七
名
も
簡
じ
部
屋

に
い
ま
す
が
、
石
原
さ
ん
だ
け

は
食
堂
の
方
に
務
め
て
い
る
関

係
で
別
室
に
い
ま
す
。
恐
ら
く

三
犀
は
食
堂
で
勝
め
る
で
し
ょ

う
。
ど
ち
ら
を
向
い
て
も
末
日

な
る
も
の
ば
か
り
の
私
達
で

す
。
ど
う
か
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
指
導
し
て
下
さ
い
。
暇
を
み

つ
け
て
書
き
ま
し
た
と
り
と
め

の
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、

お
体
に
充
分
気
を
つ
け
て
市
民

の
肯
様
に
暮
々
も
よ
ろ
し
く
お

一
伝
え
下
さ
い
。

［
後
制
目
鱈
が
ど
し
ど
し
お
い

胃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

自転」F乗者

北へ行く人
智へ　”
　　翫

2073人

2123人

4196人

顔
見
知
り
に
な
る
位
に
な
り
た

い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
退
院

後
の
生
店
の
問
題
は
、
容
易
な

問
題
で
は
な
い
が
、
病
気
を
治

し
て
あ
げ
る
と
と
も
に
、
恢
復

後
の
問
題
を
、
で
き
る
だ
け
よ

く
す
る
た
め
に
、
皆
ん
な
が
知

っ
て
い
る
こ
と
は
必
要
で
し
よ

う
。福

初
協
議
会
の
一
役
員
の
方

は
、
見
舞
つ
た
あ
と
日
陰
月
位

興
奮
し
て
何
か
気
持
が
変
に
な

る
と
い
っ
た
が
、
あ
の
つ
き
つ

め
た
ド
ン
底
の
生
盾
者
を
見
て

何
か
感
じ
な
い
苔
は
な
い
で
し

よ
う
。
多
く
の
市
民
が
見
舞
っ

て
ド
さ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

思
い
ま
す
。

【
竹
内
】
絹
神
病
患
者
が
涙
を

流
し
て
画
ん
だ
の
が
い
ま
し

た
。
こ
の
患
者
の
方
は
大
分
よ

く
な
っ
て
い
る
証
拠
で
し
ょ
う

が
、
本
な
ど
も
送
っ
て
欲
し
い

と
も
云
っ
て
ま
し
た
。
と
に
か

く
精
神
的
に
慰
め
る
ζ
と
が
絶

　
～
　
　
「
　
　
ピ

　　　　　　　　　　　　　〒　　　　　｝　　一　　一　　　一　　　　　　｝　一　一　一　－

一

［

対
に
必
要
だ
と
思
う
。
隔
離
状

鰹
に
置
く
こ
と
が
卯
し
て
よ
い

か
と
思
う
位
で
す
。

【
岸
本
】
結
核
療
芥
者
は
心
瑚

的
に
不
安
が
大
き
い
。
病
気
は

章
い
に
治
っ
て
い
く
が
、
治
っ

た
後
の
生
盾
問
題
が
不
安
で
な

ら
な
い
の
だ
。
例
え
ば
治
っ
て

退
院
し
て
も
、
住
居
が
な
い
。

入
院
中
は
妻
子
は
母
子
寮
に
入

っ
て
い
ま
す
が
、
主
人
が
退
院

｝
で
下
さ
る
よ
う
待
っ
て
し
ま

す
。

　
で
は
又
の
機
会
に
色
々
な
こ

と
を
書
き
ま
す
。

市
役
所
の
翫
野
溝
久
雄
一

一

た
か
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が
多
…
　
り
・
か
っ
ぱ
ら
い
に
御
用
心
　
一
三
三
・
≡
≡
…
・
…
≡
三
≡
三
一
一
一
・
・
＝
≡
一
一
・
一
内
小
中
学
校
で
実
施
し
ま
し
た

　
羅
鱗
鎌
磯
響
酬
難
黙
薪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞭
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

法
と
い
う
泉
我
律
が
・
つ
一
を
含
む
）
　
　
．

て
も
、
そ
れ
を
吏
付
け
る
f
算
｝
　
交
換
由
一
画
申
込
受
付

が
殆
ん
ど
な
い
の
で
、
生
活
保
養
工
水
蕪
で
は
・
署

護
法
に
よ
る
陳
療
保
護
で
よ
，
つ
一
器
貝
（
戦
時
中
軍
の
所
為
し
た

や
く
当
面
を
コ
ト
し
て
い
る
よ
…
器
貝
）
の
交
換
串
請
を
受
付
け
…

盛
麟
脚
・
い
わ
需
窮
賑
働
甥
…

れ
て
い
る
が
当
市
も
国
民
健
康
．
て
い
ま
す
が
・
組
合
の
な
い
場

之嘱二言1暁虫

1：膓1

畿
1：1劣

3．0％

3．0％

2．0％

1．0％

2．0％

3．0％

2．0％

2．0％

0．4％

6．0％．

7．O％

18．0％

10．5％

9．0％

5．0％

6。0％

8．0％

15．0％

12．0％

10．0％

7．O％

保
険
を
実
施
せ
ね
ば
な
ら
な
い
蓼
或
は
霧
局
長
が
認
め
た

25．0％⑳．3％

38．3％30．8％

39．5％

29．1％

49．7％

儲：説

35．0％

0．9％

36．O％

43．0％

36．0％

16．5％

25．0％．

24．0％

28．O％

24．0％

25．0％

25．0％

鷲
は
畠
細
々
齢
窮
畷
．
厭
離
鞠
講
飾
蕪

24．6％

36．0％

34．0％

42．1％

36．5％

37．0％

35．5％

す
れ
ば
出
て
い
く
こ
と
に
な
り
が
南
郷
村
な
ど
よ
く
い
っ
て
い
一
わ
せ
下
さ
い
。

ま
す
。
恢
復
後
の
働
く
施
設
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
よ
う
で
す
。

し
て
は
県
下
で
は
全
く
な
い

し
、
一
般
の
雇
」
は
敬
遠
し
て

脈
わ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
．

【
大
山
所
長
】
結
核
患
者
、
精

神
病
患
名
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療

制
度
を
国
家
補
償
で
や
ら
ね
ば

解
決
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

社
会
の
受
け
入
態
勢
が
全
く
な

い
の
で
私
共
も
4
一
常
に
悩
む
わ

け
で
す
。
東
京
な
ど
中
央
部
に

は
君
干
の
施
設
が
あ
り
ま
す

が
、
酒
神
衛
生
法
や
紬
核
予
防

配
分
を
）
け
た
金
か
ら
出
て
い

ま
す
。

【
大
山
】
恵
ま
れ
な
い
入
管
に

対
し
て
巾
民
の
方
々
が
皆
ん
な

よ
く
認
識
さ
れ
、
関
心
を
も
つ

て
下
さ
る
こ
と
は
社
会
を
曲
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
込
期
限
は
十
月
十
日
と
な

【
今
村
】
見
舞
品
は
鞠
細
で
あ
・
つ
て
お
り
ま
す
が
、
な
る
へ
く

っ
た
が
大
変
蒔
ば
れ
ま
し
た
。
一
早
く
申
込
ま
れ
る
方
が
よ
い
と

こ
の
費
用
は
共
同
勇
金
人
ム
か
ら
思
い
ま
す
。

員，
人

914人

7＝B人

364人’

615人

412人

　466人

　236人．

　442人

4．182人

1．033人

　185人

　375人

1．593人

5．775人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
脇
中
増
築
入
札

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
脇
中
学
校
理
科
教
室
二
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
坪
木
造
の
増
築
工
事
は
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
秤
入
札
し
ま
し
た
が
、
四
十

く
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
墨
二
万
円
で
原
田
建
設
が
落
札
し

す
。
　
　
　
　
一
ま
し
た
の
で
、
面
ち
に
着
工
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

名1イ「校生

1．701入1

1．033人

　647人

　986人

　472人

　551人

　263人

　556人

6．209人

1．884人

　238人

　497人
㎜
早
川

　
七
隈
職
員
体
育
大
会
一
5
1
年
度
版
市
勢
要
覧
発
行

　
七
市
職
員
第
十
回
体
育
大
会
・
「
日
向
市
勢
要
覧
b
昭
和
三
十

　
は
八
月
三
・
四
日
宮
大
総
合
グ
＝
年
度
版
は
こ
の
縄
発
行
し
ま

ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
一
し
た
。
全
国
都
市
な
ら
び
に
関

市
か
ら
は
各
部
の
選
手
団
七
十
係
方
面
に
発
逆
す
る
こ
と
に
な

殿
名
が
出
場
、
三
日
は
三
尾
市
一
っ
て
い
ま
す
。
甲
高
型
七
十

艮
も
入
場
式
に
参
加
し
て
後
、
　
三
ペ
ー
ジ
、
淡
黄
緑
色
の
中

来
賓
席
前
で
行
わ
れ
た
野
球
を
に
、
空
か
ら
見
た
細
島
臨
海
丁

執
心
に
観
戦
・
職
員
産
の
意
気
棄
地
帯
造
成
二
二
の
写
真
を

も
あ
が
り
ま
し
た
。
一
一
布
と
一
表
紙
と
し
、
写
真
は
四
十
八

回
戦
の
結
果
は
四
－
二
で
惜
敗
枚
、
図
表
も
多
く
載
せ
て
市
の

し
ま
し
た
が
、
皆
よ
く
頑
張
り
　
状
態
を
わ
か
り
や
す
く
、
あ
ら

ま
し
た
。
　
　
　
一
ゆ
る
方
面
か
ら
解
説
さ
れ
て
い

　
比
較
的
よ
く
戦
っ
た
の
は
男
一
日
置
。

子
排
球
部
で
し
た
が
、
総
含
成
一

績
で
は
第
六
位
で
し
た
。

2．609人

8．818入

校応

診高小学校
日知斥小学校

財光寺ノト学校

細島小学校

塩見小学校
平岩小学校

宰脇小学校
瑞々津小学校

養
老
院
へ
寄
付

中
央
区
山
口
王
氏
（
医
師
）

は
夫
人
の
死
去
に
よ
り
香
典
返
一

．
し
に
代
え
、
市
の
社
会
福
祉
箏
一

　
業
に
金
二
万
円
を
寄
せ
ら
れ
ま
一

し
た
。
こ
れ
は
市
の
養
老
院
に
一

寄
附
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

小学生墨一i迄

富島中学校

岩脇申学校
美々津中学校

中学生累匙
合．一＿赴＿

各
学
校
寄
生
虫
検
査
結
果

西
九
州
被
災
者
義
捕

金
品

　
富
小
四
年
生
首
藤
博
英
君
、

松
原
菊
伎
さ
ん
は
貯
金
し
た
お
　
し
た
。
　
　
　
．

謙
繋
脚
継
魏
載
灘
騨

衣
類
八
点
を
、
い
ち
早
く
市
艮
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
々
津
上
町
黒
木
丈
恵
子
さ

い　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
（
房
代
さ
ん
長
女
）

課
に
持
診
さ
れ
ま
し
た
。
　
一

　
遺
児
蜻
国
神
社
参
揮

一．

竡
凾
ﾌ
靖
国
神
社
参
拝
は
次

一
の
三
目
が
七
月
二
十
三
日
田

．
発
、
二
十
九
日
元
気
で
帰
り
キ

ー
匪
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